
木曽三川下流部の 8 市町村長が大規模水害時の 

犠牲者ゼロの実現に向け公開ディスカッション 
～第 2 回木曽三川下流部 広域避難実現プロジェクトの開催～ 

１．実施概要 

(1)日   時：平成 29 年 6 月 3 日（土） 14:00～16:00（13:00 開場） 

(2)場   所：桑名市民会館 大ホール 桑名市中央町 3-20 

(3)出 演 者：桑名市長、木曽岬町長、海津市長、弥富市長、愛西市長、津島市長、 

蟹江町長、飛島村長 

<ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ>国土交通省中部地方整備局 木曽川下流河川事務所長 

(4)ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ：東京大学大学院情報学環特任教授 片田 敏孝氏  

(5)一般参加：公開で実施します（入場無料、事前申し込み不要） 

２．取材について  
取材を希望される方は、6月 2日（金）17 時までに別紙の提出をお願いします。 

カメラ撮影及びビデオ撮影は、報道の際の画像・映像資料として使用いただく場合

に限り可能としますが、進行の妨げとならないようにお願いします。  

３．配布先 

  中部地方整備局記者クラブ、桑名市政記者クラブ、大垣市政記者クラブ、 

　　　　津島記者会

伊勢湾台風を超えるような大規模水害が生じた場合、ゼロメートル地帯が広がる木曽三川

下流部では、洪水、高潮による広域的、長期的な浸水が想定されます。 

そのような状況においても犠牲者ゼロの実現を目指して 8 市町村（桑名市、木曽岬町、海

津市、弥富市、愛西市、津島市、蟹江町、飛島村）の首長が地域住民の防災意識向上や広域

避難などの必要な取り組みについて公開でディスカッションします。 

平成２９年５月２４日

国土交通省中部地方整備局

木曽川下流河川事務所

【問い合わせ先】 

国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所 TEL：0594-24-5715 

副 所 長   日置 龍朗 

調査課長   原 幹彦  



 

別紙 

 

 

 

取材を御希望の報道機関におかれましては、６月２日（金）17時までにご登録をお願いし

ます。 

 
 

１． 報道機関名 

 

２． 氏名 

 

３． 連絡先（電話番号） 

 

４． 報道予定 

 

 

 

 

【提出先】 FAX：０５９４－２１－０８９３ 

【問合先】 国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所 

副 所 長 日置 龍朗 

調査課長  原 幹彦  TEL：0594-24-5715 

 

取材登録書 
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閉会16：00
閉会挨拶15：55

休憩15：00

　　　　　　木曽岬町長　  加藤　隆
　　　　　　弥富市長　　  服部彰文
　　　　　　蟹江町長　　  横江淳一
　　　　　　飛島村長　　  久野時男

メンバー

【第1部】ディスカッション（45分）14：15

『伊勢湾台風の教訓をふまえ、
　　　  地域住民の防災意識向上のために何をすべきか』
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【第２部】ディスカッション（45分）15：10

　　　　　　桑名市長　　  伊藤徳宇
　　　　　　海津市長　  　松永清彦
　　　　　　愛西市長  　　日永貴章
　　　　　　津島市長  　　日比一昭

メンバー

『激甚化・広域化する災害に対して、
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水防災意識社会の実現に向けた取り組み
開会挨拶
開会14：00

プログラムプログラムプログラム

ゼロメートル地帯が広がる濃尾平野
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　木曽三川下流部は、木曽川、長良川、揖斐川の最下流
部に位置し、我が国最大のゼロメートル地帯が広がって
います。このため、ひとたび高潮や洪水によるはん濫が
発生した場合には、浸水が広範囲にわたり、浸水期間は
長期化すると想定されます。
　近年、これまでに経験のない規模の豪雨や台風、そし
てそれによる災害が全国各地で毎年のように発生してお
り、木曽三川下流部でも大規模な高潮、洪水災害が発生
しないと断言することができない状況となっています。
　そのような状況においても犠牲者ゼロの実現を目指し
て、８市町村長が広域避難をはじめとする必要な取り組
みについて議論します。

開催にあたって開催にあたって開催にあたって



昭和 34年　伊勢湾台風
　伊勢湾台風は、愛知県、三重県を中心に猛威を
振るい、甚大な被害をもたらしました。特に高潮
の被害が顕著であり、犠牲者数は風水害では最大
の 5,098 名に上りました。伊勢湾台風を契機に災
害対策基本法が制定されるなど、伊勢湾台風は現
在の災害対策の原点となっています。
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出典：全国（消防白書）、愛知県（名古屋地方気象台）、三重県（三重県Webサイト）
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昭和 34年 9月 26日 伊勢湾台風による浸水状況
（桑名市上空 木曽三川下流部）
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木曽三川　高潮防災 検 索木曽三川　広域避難実現プロジェクト 検 索

木曽三川下流域
高潮防災ポータルサイト

　「動く高潮・洪水ハザードマッ
プ」や木曽三川下流部の水防災に
関わる各種サイトを紹介していま
す。

　広域避難実現プロジェクトの開
催概要をはじめ、広域避難計画の
策定に向けたこれまでの取り組み
等を紹介しています。

木曽三川下流部
広域避難実現プロジェクト

WebサイトへのリンクWebサイトへのリンク

　あなたの自宅の位置や避難経路、
避難場所、避難のタイミング、避
難手段を入力することで、あなた
の避難行動を検討・検証すること
ができます。高潮・洪水のはん濫
から無事に避難できるか試してみ
ましょう。

あなたの避難行動をシミュレーションしてみよう！！あなたの避難行動をシミュレーションしてみよう！！

http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/takashio-map/index.html

　国土交通省木曽川下流河川事務所では、巨大台風が襲
来し、高潮・洪水災害が発生したときに地域はどうなる
のか、そうした高潮・洪水災害時にはどのような避難行
動をとるべきなのか、その理解を図るためのツールとし
て、「木曽三川下流域　動く高潮・洪水ハザードマップ」
を作成し、公開しています。
　今後は、津島市、蟹江町、飛島村を加えた８市町村版
に拡張する予定です。

動く高潮・洪水ハザードマップとは？動く高潮・洪水ハザードマップとは？

【シミュレーション実行中画面】 【シミュレーション結果の表示】
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